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坂本先生、本日は講演有り難うございました。企業人は

知らない間に、売上・利益に偏ってしまう傾向にあります。

先生のお話をお伺いし又、原点に戻る事が出来ました。

３月１１日に起きました東北地方太平洋沖地震の災害に

起きまして津波の恐ろしさを改めて認識致しました。テレビ

を見ていましたら、家を無くされた方、津波によって亡くな

られた方など沢山の方が被害に遭われています。何かを

したい、何とかならないかと考え、被害に遭われた方々へ

義援金を送りたいと思います。例会場入口に義援箱を用

意してありますので、お帰り迄に皆様のご厚情をお願いし

ます。

①本日、この後に予定しておりました懇親会は、地震で被

害に遭われた方々の事を考え、アルコールは自粛します。

又、坂井会長から１００万円の義援金を頂きました。

大岡敏孝；東北地方で大地震が発生
し、皆様も御心配な事と思います。現

在、県では１９５人の災害支援部隊、４

隊の医療チーム、３名の原子力被害

調査スタッフを派遣しています。物資

については、陸路での搬送を止め、

海上自衛隊の船を使い、海上からの

輸送を試みます。現時点では、県およ

び県内市町村からの輸送物資は、十

分に確保出来ております。個人からの

物資支援は社会福祉協議会にお願

いします。又、原発は、予断を許さな

い状況が続いています。この地域に

ついては、安全ですので冷静に対応

して頂きたいと思います。今回の震災

の規模からすれば１～２年は、緊急状

態が続くと思われます。一過性ではな

く、息の長いご支援をお願い申し上げ

ます。県としても、全議員、全職員が

ボランティアとして汗をかき、経験を積

めるよう今後も取り組んでいきます。宜

しくお願い申し上げます。

小澤邦比呂・出席部会一同；坂本先

生をお迎えし、有意義なお話を有り難

うございました。今後の会社運営に役

立ててまいります。会員以外の皆様に

もご出席を頂きました事を感謝します。

出席

報告

83名中60名72.29%

前々回修正出席率

スマイル

ハッピーバースディ

２月１５日生 木村満義さん

２月１８日生 塩谷立さん

３月１１日生 田中敏夫さん

委員会報告

社会奉仕ＰＪ 富田清志；

東北地方太平洋沖地震、被災者

の為の支援物資をご提供お願い

します。毛布だけを今週いっぱい

まで浜松社会奉仕協議会で受付

致します。お近くのセンター又は

事務所に各自でお持ちください。

ご協力、宜しくお願いします。
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講演会「真の企業経営と社会貢献～その２」
法政大学大学院教授　坂本光司先生
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この度の講演は『真の企業経営と社会貢献～第2章～』となっていますが、こ

の一年間にみてきたことについて話をします。

『日本で一番大切にしたい会社』という著書を書いていますが、私が考える大

切にしたい会社とは『人を大切にする会社である』と考えています。

企業にとって大切にすべきものは

①社員とその家族

②社外社員とその家族

③お客様

④地域住民と弱い人々

以上の４つではないでしょうか？この不況の時代に『不況』の『不』の字さえも

感じさせない優れた会社の共通項について研究し最終的にたどりついた答

えがこの4つでした。

自社の利益のために２桁以上のコストダウンを求めたりしてはなりません。下

請けは社外社員として大切にするべきです。誰かの犠牲の上に成り立つ組

織が長続きした例は歴史をみても皆無なのです。

この度『日本で一番大切にしたい会社大賞』なる表彰制度を設立することに

成功しました。企業を表彰する制度は数多くあれど、多くの受賞企業の中に

は『離職者続出』『リストラの実施』『法定数に満たない障害者雇用実態』など

が散見されるはずです。そんな会社は本制度では絶対に表彰する事はありま

せん。本制度で表彰したいのは『真の強者』たる会社であって、前述の４つの

人々に対してその使命と責任を果たしているかどうかが基準となります。

この大賞を差し上げるべき会社として

①広島県（福山市）Ｆ社

②鹿児島県ラグーナ出版

③東京都（渋谷区）ダイアログ・イン・ザ・ダーク㈱

の3社をご紹介します。

いずれも障害者雇用に積極的な会社です。人は誰かに必要とされたり、頼り

にされる事で幸せを感じます。これは障害者にとっても同様です。そしてこの

幸せは働く事を除いて得ることは困難であります。障害者雇用の厳しい現状

をぜひ認識していただきたいと思います。

本日の演題は『～第2章～』とありますので第3章、第4章と継続いただき、また

皆さまにお目にかかれる事を期待しております。


